
消防団Q&Aもっと教えて！

小
川
大
輔
さ
ん

お
が
わ

だ
い
す
け

Ａ．地域に住む、または働く18歳以上であることです。
Ｑ．消防団員になる条件は？

Ａ．いろいろあります！防災の知識や技術が身につく、家族や
地域の皆さんを自らの手で守れる、幅広い世代や職業の人
と仲良くなれるなどです。

Ｑ．入団するメリットは？

Ａ．有償のボランティアです。年ごと、出動時、退職時などの
報酬のほか、公務災害補償制度も完備しています。

Ｑ．活動はボランティア？

16
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
！

竹
下
慶
さ
ん

た
け
し
た
け
い

１
年
目
の
ル
ー
キ
ー
！

ベテランとルーキーが、地域を守る消防団としての思いを語り合いました。
今回は…小城市消防団 三日月第 1分団のお２人

自動車整備士。
地域の人に誘われ
て入団。学生時代
はラグビー部。

市役所職員。
地域の人に誘われ
て入団。名門校で
野球経験あり。

ベテラン
×

ルーキー

団
員
対
談

入
団
し
て
良
か
っ
た
こ
と

竹
下
　
ま
だ
現
場
に
出
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
人
と
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

小
川
　
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
強
く

な
り
ま
す
よ
ね
。
消
防
団
内
も
、
小

城
市
は
特
に
和
や
か
な
雰
囲
気
だ
と

思
い
ま
す
。

竹
下
　
話
し
や
す
く
て
居
心
地
が
い

い
で
す
！
と
こ
ろ
で
、
小
川
さ
ん
は

現
場
経
験
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
良

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

小
川
　
鎮
火
後
に
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
声
が

け
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
少
し
で

も
安
心
し
て
い
た
だ
け
た
の
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
。

竹
下
　
有
事
の
際
に
直
接
手
助
け
で

き
る
と
「
役
に
立
て
た
！
」
と
実
感

で
き
ま
す
よ
ね
。

訓
練
へ
の
参
加

小
川
　
私
は
訓
練
が
あ
れ
ば
必
ず
参

加
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
な
か
な
か

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が…

。

竹
下
　
ど
う
し
て
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
か
？

小
川
　
合
同
訓
練
で
用
具
名
が
分
か

ら
ず
即
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔

し
く
て
。
訓
練
の
重
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。

竹
下
　
確
か
に
用
具
名
を
覚
え
る
の

に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
訓
練
を
重

ね
て
覚
え
ら
れ
れ
ば
、
即
応
力
も
上

が
り
ま
す
よ
ね
。

小
川
　
そ
う
で
す
ね
。
団
員
の
皆
さ

ん
に
は
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て

ほ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
小
城
市
消
防
団

竹
下
　
同
年
代
の
仲
間
が
も
っ
と
増

え
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
川
　
若
い
人
に
は
ぜ
ひ
入
っ
て
き

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
好
き
な
人
に
は
や
り
が
い

あ
ふ
れ
る
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
下
　
地
域
貢
献
を
肌
で
感
じ
ら
れ

ま
す
か
ら
ね
。
覚
え
る
こ
と
は
多
い

の
で
す
が
、
頼
れ
る
優
し
い
先
輩
ば

か
り
な
の
で
安
心
で
す
。

小
川
　
後
輩
に
は
な
ん
で
も
教
え
て

あ
げ
た
い
と
、
ど
の
先
輩
も
思
っ
て

い
ま
す
。
誰
も
が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
。
多
く
の
人
と
支
え
合
い
な

が
ら
活
動
し
た
い
で
す
。

竹
下
　
私
も
積
極
的
に
質
問
し
な
が

ら
励
み
ま
す
！

普段忙しい人も、無理のない
範囲で活動しています。

団員募集中！

一緒に頑張りましょう！

問 防災対策課　☎37・6119

広報さくら４月号
にも掲載しています

小城市消防団広報だより

あおうみ 15No.

2026.03

あ あしかり う うしづお おぎ みみかつき

小城市消防団地域防
災を

　全力
リード

！



７月～８月
夏季訓練事前訓練

団長から新入団員や階級が昇任した団員に
辞令が交付されます。式終了後、新入団員
は消防署員の講話を聞き、先輩団員から基
本的な規律動作などを学びます。

部長・班長を対象とし、消防団員の基礎的な訓練
礼式（行進や停止間動作など）を行います。

火災が起こった際は、自宅や職場から現場
へ駆けつけて消火活動を行います。消防隊
員よりも先に現場に到着することもあるた
め、初期消火や消防隊員の後方支援など、
状況に応じて消火活動に努めます。

近年は水害時の出動も増加し、避難誘導や救助などの支援を行っています。河川
の巡視や土のう積みなどを行い、被害を防止・軽減する活動も行っています。

年末の繁忙期に加え、火気使用の増
加に伴う火災発生を防ぎ、市民の皆
さんが安心して新年を迎えられるこ
とを目的として、毎年12月末に実
施しています。

新春恒例行事の一つで、
式の中で器具点検や一斉
放水を行います。

火災が発生しやすい時季を迎えるに当た
り、秋季全国火災予防運動週間にあわせ
て夜間広報やパレードを行います。

夏季訓練では消防団員の体力錬成およ
び個人の資質の向上を目的として、あ
らゆる災害に適切に対応する能力を養
うため「小型ポンプ操法競技」を実施
しています。各分団から選抜され
た団員は、約２カ月間にわたる夜
間訓練をし、競技に臨みます。

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

小隊訓練

普通救命講習会

年末特別警戒

夏季訓練

秋季火災予防週間活動

春の全国火災予防運動に伴い、一人暮ら
しの高齢者宅の防火診断や火災予防広報
のために、消防署員と女性部員が一緒に
巡回します。

文化財防火訓練

女性部独居老人訪問活動

佐賀県消防大会

辞令交付式および新入団員訓練

・防火パネルシアター　・防火広報活動　
・一人暮らしの高齢者宅訪問　・夏季訓練
・出初式　・防火パレード　など

主な
活動

出初式

春季火災予防週間活動

・水防活動

・火災活動

毎年９月９日の「救急の日」
の前後に、消防署員の指導
のもとに救命講習会を実施
します。

「活動紹介ミニ番組」で、防火パネルシアターなど

活動内容を紹介しています。ぜひ、ご覧ください！

小城市女性消防団員  活動紹介ミニ番組

令和７年度

消防団の年間活動

三日月町拠点格納庫完成
女性部は、防火の啓発活動を中心に活動しています。

女性部の活動


